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論 文 辛 査 結 果 の 要 旨
本研究は､同種肺移植の際に移植片の転写因子Egr･1(Earlygrowth responsepmtein 1)
を決失する事により､急性拒絶反応を軽減できることを証明したものである｡Egr-1は全
身の組織に発現しており､低酸素血症や機械的ストレスにより自身の発現が急速に上昇し
その結果m-1β,PAI-1,MCP-1blasnhogenacdvatorinhihitor･1),ICAM･1の発現を誘導
する｡Egr-1欠損マウスの移植月利封巨欠損マウスの移植肺と比較し移植片におけるⅡ′1β,
PAI-1,MCP1発現の有為な低下を認め､さらに宿主側CD8+T細胞の浸潤が大幅に軽減
される事を明らかにした｡即ちEgr-1活性が無ければケミカルメディエーターの放出を抑
制し､対移植片 (この場合i湖市)T細胞免疫応答による急性拒絶反応を軽減できる事を明
らかにした｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
